
「互助」をＩＣＴがサポートする発想で生まれた

「地域共生支援アプリ」が生み出すＤＸ

令和2年・令和3年
認知症共生社会に向けた効果検証事業採択
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導入自治体
約 カ所

2

2018年度

商店街グランプリ

優秀賞受賞

「認知症保険」共同開発

令和元年：石崎賞 受賞

令和2年度：認知症共生社会に向けた効果検証事業採択

年 月 日

「みまもりあいプロジェクト」講演の機会

年
本 年講演実施

医師会・病院協会・地域包括・大学
行政・社協・自治会・公的機関等

年

令和3年度：認知症共生社会に向けた効果検証事業採択年

団体実績

ＣＳＲ
支援

代表理事：高原達也 その他：理事 名、監事 名（公認会計士）

代表理事実績＝ベネッセで新規事業関係中心に携わる
①「公設民営・東京都認証保育園」事業開発 ➁「たまご・ひよこクラブ」新規営業開発
③「いぬのきもち」新規事業開発 ④「ウィメンズパーク」（約 万ママ会員）事業開発

本部：北海道札幌市南区北ノ沢 、
東京事務所：東京都新宿区南榎町 －

公益社団法人申請準備中団体



日本人の民度の高さ
インフラ基盤

仕組みがあれば
「互助」は機能する

助ける
９５％

言えない
９８％

毎年 億円の
お金が交番に
届けられている

互助×
地域共生支援アプリ

助けたい人と
助けて欲しい人の
「ミスマッチ」を
解決すれば

互助
（ ）
は機能する

優しさが
エネルギー

ＩＣＴが
優しさを
サポート

「困っている人を助けたい」と思う気持ち 互助 をＩＣＴがサポートする発想で生まれた
「地域共生支援アプリ」

3



「地域共生支援アプリ」から生まれる「助け合いの姿」

③地域主体・観光の見える化、緊急時に連携して助け合うことができる町

①「認知症の人や子ども」の迷子を地域で見守り合う町

②認知症の人に優しいＳＮＳがある町

１つのアプリで実現

認知症共生社会に向けた製品・
サービスの効果検証事業

個人情報非取得（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽのみ取得）
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本日の
ご紹介項目



①「認知症の方や子供」の一人歩き・迷子を地域で見守り合う

認知症の方や子供の一人歩き・
迷子の捜索依頼サポート

展開

見守り
支援



緊急連絡ステッカーご紹介＝ユニバーサルデザイン
（子供から高齢者まで）

【ＮＨＫおはよう日本】

尊厳
6

【ご家族】
万が一の緊
急連絡とし
て期待…

【本人】
落とし物対
策として…

【子供】
うちの子
にも活用
したい

傘に
ｽﾃｯｶ-

見守り
支援

日本人が持つ

「察する力」

が働く



ご家族・施設＝
「Ａさんがいない！」
「捜索依頼ボタン」
押すことで

すべての協力者に発見お知らせ
配信された情報はすべて自動消去

★魅力１
写真掲載した際でも当社団ステッカー
ＩＤ利用で個人情報を守ります

【ステップ①】

【ステップ③】

【ステップ②】

協力者＝「ＳＯＳ発信を受診」
「協力ボタン」を押すと情報取得が可能

アプリ活用の流れ【①～③】

ご家族・施設＝「発見ボタン」を押すことで

★魅力２

「家族が選択・許可した情報」
例えばその日の服装持ち物等・・・

配信
情報
自動
消去

協力します

見つかりました

探してほしい
「捜索者情報」配信

配信された情報は
すべて自動消去

解決したい地域課題と事業内容 【見守り支援】 対策① 必須提案項目団体概要アプリの捜索支援機能ご紹介＝自宅から地域の協力者に、捜索依頼が可能（約 万ＤＬ）見守り
支援
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日経新聞全国版：八王子市実績取り上げ（ 年 月 日記事）

八王子市

アプリＤＬ約 万件

アプリ捜索配信 件

発見連絡 件

（ 年実績）

見守り
支援
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当社団見守りシステム
【発見者－ご家族】

直接型

ＳＯＳネットワーク
【発見者－行政－ご家族】

登録・仲介型

ＧＰＳ
タグ

【 層】
全世代型（子供の見守り）

（無料）

【 層】

【 層】

【地域主体】

【行政主体】

個人情報を保護

行政登録必
行政管轄のみ

広域範囲
カバー

認知症
専用

地域共生支援として「多世代型見守り連携」提案が可能
（アプリは無料で利用可能）

見守り
支援



「けやき通り商店会」初実施
年 月＝ 人参加

年度
東京都商店会グランプリ

優秀賞受賞

スタンプを6人から集める

＊参加頂いた小金井市市長の写真です

IDで個人情報保護

【協力者画面】

子供を中心とした ・ 代のファミリーが捜索体験

必須提案項目団体概要「お祭り×子供たち」で捜索体験「かくれんぼ企画」を実施： 年約 ヶ所実施、約２万人参加実績あり（口コミ拡大）見守り
支援



地域コミュニティー
展開

令和 年度 「認知症共生社会に向けた製品・サービスの効果検証事業」

②安全性高い×優しいＳＮＳがある町
（地域限定ＳＮＳ）

ＳＮＳ
支援



英国＝孤独問題担当相を設置

日本＝連絡会議を設置へ

コロナ過で「孤独・孤立」問題が社会問題化

年 月 日：日経新聞朝刊

ＳＮＳ
支援



人に
しない

本人

しない

本人

＝「誰ひとりおいてきぼりにしない」を実現

しない
人に
しない

本人

しない
人に
しないしない
人に
しないしない社会と

の繋がり
支援

ＳＯＳ出したいのに出せない・・・ 本人本人本人ＳＯＳを出しやすい環境作り・・・

しないしない互
助

解決したい地域課題と事業内容 【見守り支援】 対策②方向性＝認知症の人も使える「アプリ」＋地域とのつながりの回復を目指す

誤解や偏見がまだ社会に存在するため、

ご本人の気持ちに配慮できるよう

アプリを経由して包括的ケアマネジメント
（社会とのつながりの再生・生活支援・就労支援等）を提供

認知症の方が

参加すること

ができるＳＮＳ

ＳＮＳ
支援



解決したい地域課題と事業内容 【見守り支援】 対策②認知症の人も使える「アプリ」＝地域とのつながりの回復を目指す

自分のペースで
個人情報に配慮した形でつながれる
自分に合った選択ができる場

認知症の人が使える
ＳＮＳの実現目指して・・・
当事者目線から生まれたＤＸ

アプリ
個人情報非取得

＋
ワンクリック登録の実現
ＩＤ・ＰＷが自動発行

（忘却 ）

認知症の人が使えるＳＮＳ目指して・・・

認知症の方が

参加すること

ができるＳＮＳ

産学官
連携
（国産）

地域
限定
ＳＮＳ

ﾈｯﾄ系
広告
ＮＧ

（忘却
所属不
明な個人
投稿ＮＧ

認知症の方が

ができるＳＮＳ
１

ＳＮＳ
支援

想定１

歳以下

認知症の人が

自分で使う

想定２

歳以上

ご家族

支援者が

サポート



解決したい地域課題と事業内容 【見守り支援】 対策②方向性＝「地域の人たち」（行政・企業・支援団体等）の力を借りてアプリをつなぐＳＮＳ
支援

認知症の方が

参加すること

ができるＳＮＳ

認知症の方が

ができるＳＮＳ
２

まずは
聴くことから・・・

そして・・・
声を
いつでも
聴ける
環境作り

インタビュー
（傾聴）

新事業
支援

研究
支援

地域
優しい
理解



年 月：「福祉型オンラインサロン」開始予定

最初は個人
情報非登録
で参加

①
音声
座談会・公開相談
レクリエーション

ステージショー的

③
ラジオ配信

録音・編集・配信ＯＫ

オンライン上

活躍の場
認知症含む
高齢者の方

②
自前ラジオ局
介護・団体・病院が

ラジオ局に

話すことで
役に立てる
なら俺も参
加したい

地域団体「オンラインサロン」

困ったときに身近な人・団体・地域から情報が簡単に取得できる
仲間と出会えて、支え合いができる（ピアサポート）

個人情報を出さないで、安心してつながれる環境

コード
グループイングループイン地域

一人暮らしの
高齢者の方に

伝えて参加してもらう

他社の画面
イメージ

ＳＮＳ
支援

まずは
聴くことから・・・



地域の医師による
ラジオ配信

支援団体
ラジオ配信

地域における活動

支援者の
研修研修

ながら学習
可能

オンラインサロン
メンバーに
（仲間）

学生新人
介護士
への教育

地域
福祉関係者

福祉に関
心がある
一般の人一般の人

グループ活動

登録

非登録

「グループ」に参加するイメージは・・・
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地域コミュニティー展開

在宅支援（孤独・孤立対策）

当事者の声でつなぐ
音声リレー企画

参加者募集予定

ＳＮＳ
支援



頑張らずに、自分のペースで
ゆったりつながっていられる場「地元では仲間に出会えない・・・」

①若年性認知症の人たちに向けての支援＝オンラインピアサポート展開

「自分にあった居場所がない・・・」

オンラインサロン
ピアサポート
展開

グループ活動

登録

ＳＮＳ
支援



優しい
理解

地域

活躍
の場

本人

〇〇デイケア 〇〇福祉センター 〇〇グループホーム

音声配信リレー
企画

自分たちで
ラジオ的な番組を簡単
に作れるように開発

録音
録音

録音

タイトル 「お出かけ、ええやん！」
デイサービス中に一人お出かけされた
さんにインタビュー

②デイサービス等を通じて在宅支援
まずは、当時者の方の気持ちを聞くことから→リアルな場とのマッチングに・・・

「当事者先輩の話・団体活
動の話・介護現場の話」
をアプリを通じて発信

話すことで
役に立てる
なら俺も参
加したい

社会とのつながりを消失
消失の危機にある人

ＳＮＳ
支援

それ、
ええやん

施設の連携・見える化支援



「インタビューレク」を通じて、自然と介護力も向上→ケアプラン向上に貢献

介護施設＝レクとして
音声リレー企画

〇〇さんインタビュー

それ、
ええやん！

介護力を高める＝聞く力

その人のパーソナル
ストーリーを聞くストーリーを聞く

性格・
価値観

今までの
病気のこと家族の歴

史

「プラン」が充実する
よりフィットしたものに
幸福度をあげる

【利用者に対する理解】
その人の人生・好みや考え方を

スタッフが知ることで、
援助方法がその人に合ったものに

スタッフ
利用者

音声リレー企画

〇〇さんインタビュー

スタッフ

【メリット】
①施設レクとして使える
②ご本人の活躍の場
③ご家族に共有出来る
④介護士の傾聴力を高める

自前ラジオ局

【事例】介護施設・病院・支援団体

ＳＮＳ
支援



理解するってみんなが優しくなれる
ことだと思うので、

インタビューレク企画によって、
本人の理解が深まって、周囲の人
が優しくなれたら良いですよね。

インタビューしたら、
その方を理解できて、
その方を大切な「人」
として身近に感じる・・・

親しくなった人には、優し
くなれますよね。

音声レクに対して、こんな声が届いています

優しい
介護士さんで
良かったね

ＳＮＳ
支援



「介護はお世話するのが
仕事じゃなくて、その人を
幸せにするための仕事」

だと思うんです。でも、改めて本人さん
の情報聞くタイミングがなかなか無いの
で、レクでインタビュー企画があれば・・・

「幸せにするヒント」が
いっぱい見つかるはずだし

自然と、介護スキルも上がると思います。自然と、介護スキルも上がると思います。

認知症って、出方が
色々なんですよ。
それこそ個性の一環。

それをね、多くの人は体感してない。
それを、地域の人達に
インタビューを通して体感してもらう。

例えば、
短期記憶障害なので、
昨日、転倒した記憶はないんです。
だけど・・・、
施設がイマイチだったことは覚えてる
んです。

音声レクに対して、こんな声が届いていますＳＮＳ
支援



行政・参画企業・団体・大学と共通価値を創出

①地元企業等

②市民からの寄付

開発
ＰＲ寄付

ふるさと納税

大学・協賛企業
ＮＰＯ団体の

活動・研究・マーケティング開発
基盤として活用頂く

ＣＳＶ連携
協賛金

24

「地域主体」
×

「企業ＣＳＶ」
モデル

地域に横展開

新事業
支援

研究
支援

地域
互助 観光

連携

ＳＮＳ
支援



認知症当事者の方
音声リレー

ひとりぼっちを作らない企画

「孤独・孤立」対策支援：「音声リレー」クラウドファンディング： 年 月実施予定

「つながり・絆」音声機能開発

クラウドファンディング実施
法
人

個
人

寄
付

ＳＮＳ
支援




